
   

☆親園地区の場所 
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Ｂ，女神橋の 

弁天様・淡島様 

・洪水除けのため、

小さな祠に祀って

います。 

 ◆史跡ウォーク ～親園コース 奥州道中と八木沢陣屋をめぐる～  
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１ 

親園村の中心部ともいえる役場がありました。 

合併後は大田原市役所親園支所として機能しま

したが、昭和 36（1961）年４月１日に出張所とな

り、昭和43（1968）年４月１日に廃止されました。 

２ 

県道 48 号線（旧奥州道中）とライスラインが交差

する親園交差点にあります。 

親園交差点では当初、交通事故が多発しました。

これが、基盤整備によってどかされた墓石や石塔の

祟りではないかとウワサされました。そこで「奉修交

通安全祈願祭攸」（ほうしゅう、こうつうあんぜんき

がん、さいゆう＝交通安全を祈願する場所）と書い

た立札の周りにしめ縄を張り、さらに毎年春と秋の

交通安全週間初日に長泉寺（花園）の住職に祈祷を

依頼したところ、事故も少なくなったといいます。 

３ 

「駐蹕」（ちゅうひつ）とは、「天子が行幸の途中で、

一時のりものをとめること」という意味です。 

明治９（1876）年、明治天皇は東北巡幸の途中で

休憩のために立ち寄り、牛馬牧畜共同会社のアラビ

ア種の馬２頭をご覧になったといいます。 

真言宗智山派の寺院。永享２（１４３０）年に宥長上

人が花園（三色手）に開基し、元禄５（１６９２）年に現

在地に移ったといいます。 

４ 

湯殿神社 ５ 

創建は不明。祭神は大山祇命。鳥居にある石の

「湯殿神社」の扁額は、東久世通禧（七卿落ちで長州

に逃れた１人）によります。拝殿前には、アメリカに

出稼ぎに行った親園村民12名の子孫が建立した石

燈籠「渡米記念碑」１対があります。 

蒲盧碑 【大田原市指定史跡】 ６ 

蒲盧とは、蜃気楼のこと。文化９（1812）年、那須

野が原に兵隊が行進する蜃気楼が現れました。これ

を目撃した僧の高津義克は、その光景を書き残しま

した。これを石碑に刻んだものが「蒲盧碑」です。 

町初碑 【大田原市指定史跡】 ７ 

表面に「此町初 寛永四ひのへ卯年」、裏面に当時

の八木沢村名主の「国井与左衛門」の名を刻んだ石

碑です。寛永４（1627）年は、旧八木沢村が開かれ

たとされる年です。ただし、天正 18（1590）年に那

須家が豊臣秀吉から拝領した領地の中に「やぎ澤

（八木沢）」の名が見えます。 

八木沢陣屋跡／ゴジャバシ
（ 御 陣 屋 橋 ）

 ８ 

吹上陣屋（現、栃木市吹上町）の出張陣屋が、旧八

木沢村にありました。代官の中では、山口鉄五郎高

品が農業奨励・荒地開墾・風紀是正をし仁政を行っ

たといいます。六角形造りで天地四方を象った建物

があったといいますが、現在建物は無く、「陣屋跡」

と刻まれた小さな石碑があるのみです。この南側の

加茂内川に架かる小さな橋は、陣屋にちなんでゴジ

ャバシ（御陣屋橋）と呼ばれているようです。 

９ 

Ｃ，親園中学校・親園下ノ原競馬場跡 

・昭和 22（1947）年開校。 

同２４年に現在地へ移りました。 

・この場所には明治24（1891）年か

ら数年間、下野那須競馬会社によっ

て親園下ノ原競馬場が設置されて

いました。 

ライスライン 南金丸・道の駅方面 

大田原（市街地）方面 

県道48号線

（旧奥州道中） 

薬王寺（瑠璃光山福臓院薬王寺） 

石碑「明治天皇駐蹕之所」 

ＪＡなすの大田原南支店（親園村役場跡） 

交通安全祈願のしめ縄 

ここ 

Ａ，親園小学校 

・明治７（１８７４）年９月に薬王寺を仮校舎

として開校しました。当初は解迷舎といい

ましたが、同 25（1892）年に親園尋常高

等小学校、昭和29（1954）年に親園小

学校と改称しました。 



 

 

 

★基本データ 

1. 距 離 数 約３．６ｋｍ 

2. 所要時間 約９０分 

3. みどころ 江戸時代の街道（奥州道中）をあるく！江戸時代のなごりをさがす！！ 

4. ル ー ト  

 

            親園小学校入口停留所（大田原市デマンド交通親園・佐久山線） 

              ↓ 

① ＪＡなすの大田原南支店（親園村役場跡） 

              ↓［旧奥州道中を歩きながら南へ進みます］ 

  ↓約０．６ｋｍ 

              ↓ 

② 親園交差点（交通安全祈願のしめ縄） 

              ↓［旧奥州道中を歩きながら北へ進みます］ 

              ↓約０．５ｋｍ 

              ↓ 

            ③ 石碑「明治天皇駐蹕之所」 

              ↓［③～⑦は、旧奥州道中の間の宿「八木沢宿」を歩きます］ 

              ↓約０．５ｋｍ 

              ↓ 

④ 薬王寺（瑠璃光山福臓院薬王寺） 

              ↓約０．５ｋｍ 

              ↓ 

            ⑤と⑥ 湯殿神社と蒲盧碑 

              ↓約０．５ｋｍ 

              ↓ 

⑦ 町初碑 

              ↓約０．４ｋｍ 

              ↓ 

            ⑧と⑨ 八木沢陣屋跡とゴジャバシ（御陣屋橋） 

              ↓約０．６ｋｍ 

              ↓ 

親園小学校入口停留所（大田原市デマンド交通親園・佐久山線） 

 ◆史跡ウォーク  ～親園コース 奥州道中と八木沢陣屋をめぐる～  

親園地区へのアクセス 

🚍 大田原市デマンド交通のご案内 
・親園地区へお越しの際は、大田原市デマンド交通「らくらく与一号」をご利用ください。 

・詳細は、下記の市ホームページからご確認ください。 

https://www.city.ohtawara.tochigi.jp/docs/2023021700023/ 

   注意事項 
・見学の際は、許可なく私有地に立ち入らないでください。 

・一部、歩道が無い箇所があります。通行の際は、車道にはみ出さないようご注意ください。 

・横断歩道の無い場所での斜め横断も、危険ですのでおやめください。 

・12月～3月にかけて、北風（那須おろし）が強く吹きます。特にスタート地点（親園小学校入口停留所）から

③石碑にかけては、その影響を強く受けます。同区間では江戸時代の旅人とほぼ同じような那須おろしを

体感できるかと思いますが、転倒や車道に広がる等、事故の無いようご注意ください。 

▲①親園交差点 

（交通安全祈願のしめ縄） 

▲⑨ゴジャバシ（御陣屋橋） 

※写真奥が⑧八木沢陣屋跡 


